
1 クレーン及び玉掛作業 10 杭工事 30 防水作業 60 設備共通 70 解体工事

2 足場上作業(脚立･高所作業車) 11 土工事 31 モルタル防水作業 61 電気設備工事

A 感 電 災 害 事 故 例 3 足場工事(足場組立･解体) 12 型枠工事 32 シーリング作業 62 空調・給排水衛生設備工事

B 特高活線直下作業事故例 4 ゴンドラ作業 13 鉄筋工事 33 外部タイル貼作業

C ｽﾃｰｼﾞ構台作業災害事例 5 山留･構台工事 14 鉄骨工事 34 内部タイル貼作業

D ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ廻り作業災害事例 15 デッキプレート敷込作業 35 石貼(壁)作業 65 外構工事 80 社員

E ﾋﾟｯﾄ内作業(酸欠)災害事例 16 オムニア板取付作業 36 製作金物取付作業 81 斫り工事

F 有機溶剤取扱作業災害事例 17 コンクリート工事 37 屋根板金工事 82 測量墨出し工事

G トラック荷台上災害事例 18 PC版工事 38 木工事 83 注入アンカー打工事

H 火気使用災害事例 19 ALC取付工事 39 カーテンウォール取付作業 84 エレベーター工事

I 保護具未着装時災害事例 20 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積作業 40 ｱﾙﾐｻｯｼ･ｽﾁｰﾙﾄﾞｱｰ取付作業 85 警備員

J 環境災害事例 21 耐火被覆工事乾式吹付作業 41 シャッター取付作業 86 軽作業

K 熱中症事例と予防対策 22 耐火被覆工事成型板貼付作業 42 板ガラス取付作業

43 床ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え作業

L 玉掛作業災害事故例 44 外部左官作業

45 内部左官作業

46 外壁吹付作業

47 屋内吹付作業

48 屋内塗装作業 90 RA　TBM-A1用紙

49 軽量鉄骨天井下地組作業

50 軽量鉄骨間仕切下地組作業

51 システム天井組立作業 92 作成例

52 天井、壁ボード貼作業

53 床仕上貼作業

54 天井、壁クロス貼作業

アスベスト除去作業保管書類

三河営業所管内の事故
及び是正勧告･指導記録

三河営業所参考事項

個別工事　作業手順・予測災害打合せシート　災害事例　　目次

仮設工事 躯体工事 仕上工事

93
三河営業所記入例
三河営業所の思い

設備工事 解体工事

その他の工事外構工事

付録

91
作業手順予測災害打合せ用紙
（三河版）

『他山の石以て玉を攻(おさ)むべし』

同一災害の再発防止対策の
立案に役立てて下さい



1 ｸﾚｰﾝ及び玉掛工事 10 杭工事 30 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水作業 60 設備共通 70 解体工事 80 社員

2 足場上作業(脚立･高所作業車) 11 土工事 31 ﾓﾙﾀﾙ防水作業 61 電気設備工事 81 斫り工事

3 仮設工事(足場組立・解体) 12 型枠工事 32 ｼｰﾘﾝｸﾞ工事 62 空調・給排水設備工事 82 測量墨出し工事

4 ｺﾞﾝﾄﾞﾗ作業 13 鉄筋工事 33 外部ﾀｲﾙ貼作業 83 注入アンカー打工事

5 山留・構台工事 14 鉄骨工事 34 内部ﾀｲﾙ貼作業 84 エレベーター工事

15 ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ敷込作業 35 石貼(壁)作業 85 警備員

16 ｵﾑﾆﾔ版取付作業 36 製作金物取付作業

17 ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 37 屋根板金工事

18 PC版工事 38 木工事

19 ALC取付工事 39 ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ取付作業

20 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積作業 40 ｱﾙﾐｻｯｼ、ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ-取付作業

21 耐火被覆工事乾式吹付作業 41 ｼｬｯﾀｰ取付作業

22 耐火被覆工事成型板貼付作業 42 板ｶﾞﾗｽ取付作業

43 床ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押作業

44 外部ﾓﾙﾀﾙ塗り作業

45 内部ﾓﾙﾀﾙ塗り作業

46 外壁吹付作業

47 屋内吹付作業

48 屋内塗装作業

49 軽量鉄骨天井下地組作業 90 RA　TBM-A1用紙

50 軽量鉄骨間仕切下地組作業

51 ｼｽﾃﾑ天井組立作業

52 天井、壁ﾎﾞｰﾄﾞ貼作業 92 作成例

53 床仕上貼作業

54 天井、壁ｸﾛｽ貼作業
93
三河営業所記入例
三河営業所の思い

解体工事 その他の工事

付       録

作業手順予測災害打合せ用紙
（三河版）

91

個別工事　作業手順・予測災害打合せシート　　目次

仮設工事 躯体工事 仕上工事 設備工事

『事前の一策は、事後の百策に勝る』

災害防止には事前の段取りが重要です



建設業労働災害防止協会（建災防） 中央労働災害防止協会（中災防）

評価基準

評価基準について 　事業主・事業所毎に評価基準を下記を参考に決めて下さい。



略称 工事種目 工事期間  　 年    月    日 　打合日  出 

  　  ～　  年    月    日 　場  所  席 

 者 

■危険･有害要因の特定及び除去･低減するために実施すべき事項の特定
　法令と危険・有害要因のリスクにより現場が特定。

危険又は有害性の特定 リスク低減措置 担当責任者 　改善に当たり考慮すべき事項
予測される危険

(～なので、～して、～（事故型)になる)
可能性重大性 評価 危険度 （危険性　有害性の防止対策） 元請 業者 （作業状況図添付）

施 工 上 の 注 意 点
（　急　所　）

個別工事   作業手順・予測災害打合せシート作成例

法規制
の有無

残留ﾘｽｸ
可否

リスクの見積

スタッフ

作 業 所

取引業者

手       順工程･作業内容NO

確
認

現場管理責任 工事担当
者

取　引　業　者

作
成

法規制の有　○印

個
別
工
事

単
位
作
業

主
な
手
順

施
工
上
の
注
意
点
を

記
入
す
る
（
急
所
）

危
険
性
又
は
有
害
性
を

調
査
し
、
評
価
す
る

危
険
性
又
は
有
害
性
の

防
止
対
策
を
立
て
る

責
任
者
を
決
め

実
施
す
る

個別作業 単位作業 主なステップ
(玉掛け例)

急所を付ける 「可能性」「重大性」
から見積評価する

防止対策を立てる

容認出来る残留リスク
を明確にする

実施責任者

・職長
・作業主任者
・有資格者
・作業員

－

危険性又は有害性の調査等

・過去の労働災害・事故より

・SC-5から

・毎日の作業手順から

職長は作業員と協議し、見積・評価する

　　　　　　本規格の一部又は全部について清水建設の許諾を得ずに無断で複写複製する事は禁じられています。
清水建設㈱名古屋支店三河営業所

　｢個別工事　作業手順・予測災害打合せシート｣　(Ｓ-ＳＨ05)　2007年5月24日制定



リスクアセスメント記入例（大梁建方作業）

建設業労働災害防止協会（例）

８．作業員は昇柱し待機する ①安全ブロックを使用し ・急いで柱に昇るとき、足を滑ら × × ×× 5 ・昇柱は安全ブロック、ロリップ 玉掛け者
②取付け場所で柱に安全帯を 　せ転落する 　を使用し、取り付け場所では安 作業者
　掛け替え 　全帯を柱に掛け替え作業する

９．梁を巻上げ移動する ①合図者の合図で ・吊り上げられた荷に手を掛け誘 × × ×× 5 ・作業者は安全帯を柱に掛け替え 玉掛け者
②ゆっくりと 　導中、荷に吊り込まれ墜落する 　、大きな動作で合図し、介錯ロ 作業者
③介錯ロープで誘導し 　－プで誘導する

名古屋支店安全環境部（例）

三河営業所（例）

危
険
度

本

作

業

作業
区分

危 険 性 ・ 有 害 性
の 防 止 対 策

誰 が
手　　　順

（主なステップ）
急　　　所

（安全・成否・やりやすく）
危険性・有害性
（予測される危険）

可
能
性

重
大
性

評
価

　 　
除去・低減するために実施すべき事項 担当責任者

（予想される災害への防止対策）
元請 業者

鉄骨建方作業 ④上部作業者の取付場所に ・昇降時の墜落 ・昇降時は必ず安全ﾌﾞﾛｯｸを使用する

6 大梁の取付   待機 ・待機中の墜落 ・安全帯を掛けｶﾞｾｯﾄ上に馬乗り姿勢で待機する

⑤梁を巻上げ取付場所に ・取付位置に来ら方向を確認する ・梁の回転 ・介錯ﾛｰﾌﾟで回転を防ぎ荷を誘導する

 移動 ・移動時の墜落13件 33.3% ・移動時の墜落 ○ ・安全ﾌﾞﾛｯｸの使用｡移動時も安全帯を使用する(則520)

  のうち昇降時 4件 10.3%

  (梁取付での災害事例検索より) ・挟まれ ・ﾒｶﾞﾈｽﾊﾟﾅで穴を合せて静かに降す

・ﾎﾞﾙﾄを締めてからｽﾊﾟﾅを抜く

特定

No 工程･作業内容 手 順 施 工 上 の 注 意 点 予想される災害
リスクアセスメント

法令
重篤

度

可能

性
見積

危険

度

危険又は有害性の特定 リスク低減措置 担当責任者

予測される危険

(～なので、～して、～（事故型)になる)
可能性 重大性 評価 危険度 （危険性　有害性の防止対策） 元請 業者

鉄骨建方作業 ④上部作業者の取付場所に待機

6 大梁の取付

⑤梁を巻上げ取付場所に移動 ・取付位置に来ら方向を確認する

・移動時の墜落13件 33.3%

  のうち昇降時 4件 10.3%

  (梁取付での災害事例検索より)

法規制

の有無

リスクの見積
残留ﾘｽｸ

可否
NO 工程･作業内容 手       順

施 工 上 の 注 意 点
（　急　所　）



三河営業所記入例

『評価欄』
評価に記入する点数は可能性と重大性

の合計点数とする

危険又は有害性の特定 リスク低減措置 担当責任者

予測される危険

(～なので、～して、～（事故型)になる)
可能性 重大性 評価 危険度 （危険性　有害性の防止対策） 元請 業者

鉄骨建方作業 ④上部作業者の取付場所に待機 ・待機中荷上げ材が柱・大梁に 1 10 11 4 ○ ・待機者は、フルハーネス安全帯(2フック型) ○

6 大梁の取付 　当り、揺られて転落する 　を柱のフックに掛けて、梁に馬乗りの姿勢

　で待機する

⑤梁を巻上げ取付場所に移動 ・取付位置に来ら方向を確認する ・梁が回転して待機者に当たる 2 3 5 2 ・介錯ロープで回転を防ぎながら吊荷を誘導 ○

・移動時の墜落13件 33.3% 　する

  のうち昇降時 4件 10.3% ・吊荷が回転した時、荷上げ作業を中止する

  (梁取付での災害事例検索より) ・梁の取付け場所に移動時バラン ○ 2 6 8 3 ○ ・移動時にフルハーネス安全帯(2フック型) ○

　スを崩して墜落する 　を親綱に掛けて使用する

法規制

の有無

リスクの見積
残留ﾘｽｸ

可否
NO 工程･作業内容 手       順

施 工 上 の 注 意 点
（　急　所　）



A)

B)

C)

D)

三河営業所の思い

リスクの見積り・優先度の設定は、各社リスクアセスメント担当

者・推進者・管理者の皆様で検討し作成して下さい。

｢危険又は有害性特定｣｢リスクの見積｣｢リスク低減措置｣の検討に

は、リスクアセスメント推進者・従業員（作業員）皆様で記入し

て下さい。

残留リスクについて

左記の｢危険度｣と｢除去・低減対策の検討基準｣の内

危険度　３　４　５　の範囲で

・技術的　・経済的　・時間的　理由による

※TBM・SC-5・KYMで必ずこの項目は取上げて下さい

適切な｢リスク低減措置（危険性・有害性の防止対策）｣が出来な

い時は、残留リスク可否の欄に　○印を記入して、リスク低減措

員に周知徹底することが必要です。

・なぜ、この手順をしなければならないか

の作業要素別に、要点及び急所を入れて作成して下さい。

置欄に｢具体的な対策内容｣を記入し、その仕事をする作業員・全

個別工事　作業手順・予測災害打合せシート（三河協力業者打合

せ用）は、あくまで参考資料です。

皆様で作業標準同様に、

準備作業　→　主体作業　→　後始末作業

・なぜ、この対策を守らなければならないか

を納得するまで打合せて下さい。
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＜仕様一覧＞

＜F－１　先行親綱システム＞

親綱及び専用部材 （社）仮設工業技術基準適合品

破断荷重ｋＮ（ｔｏｎ） 品　番 重　量

ロープ ２２．９（２．３４）以上 フック付ロープ ＬＲ－１５ ２．９Ｋｇ

フック １２．３（１．２５）以上 フック付緊張器 ＬＲＴ－０１ １．３Ｋｇ

緊張器 １２．３（１．２５）以上

試　験　結　果
型　式 ＬＳＰ－Ｆ ＬＳＰ－Ｃ ＬＳＰ－Ｕ ＬＳＰ－Ｍ

用　途 枠組足場 ３Ｓ－ＯＣＴＡＧＯＮ ３Ｓ－ＯＣＴＡＧＯＮ ３Ｓ－ＯＭＡＧＡ

親綱　　初期張力ｋＮ（Ｋｇ） ０．２５（２５） ０.２０（２０） ０.２０ｋＮ（２０） ０．２０（２０）

　　　　最大張力ｋＮ（ｋｇ） ４.８６（４９６） ４.７２（４８２） ４.６６ｋＮ（４７５） ４.１５ｋＮ（４２３）

安全帯　最大ロープ張力ｋＮ（Ｋｇ) ４.５７（４６６) ４.７９（４８９） ４.５１ｋＮ（４６０） ４.１０ｋＮ（４１８）

最大垂下量　ｍｍ ３６５０ ３６５０ ３３００ ３４５０
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設置基準

１．親綱支柱の取付間隔は１０ｍ以下としてください。
２．中間柱を設ける場合、支柱最外側間の距離を１０ｍ以下
としてください。
３．親綱支柱の取付け高さは、取付け間隔によって決まり
次式の値以上としてください。

　　　　

４．落下した場合、衝突の危険性がある工作物等がある時は、
それらを考慮して親綱支柱の取付け高さや取付け間隔を決めてください。
５．建枠（１．８Ｍモジュール）での具体例を右図に示します。

支　柱　取　付　間　隔

床高さ２層目(約３．６ｍ）
の場合は１スパン毎

床高さ３層目(約５.３ｍ）
の場合は３以内スパン毎

床高さ４層目(約７ｍ）以上
の場合は５以内スパン毎
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